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考察本研究で得られた知見および方法が治療薬の開発に有用かどうか，新規 thyrotropin-releasing hormone 
(TRH) アナログ ]TP-2942 を用いて検証した。 ]TP-2942 は， MCA 閉塞ラットのモリス水迷路獲得障害および再獲得








(middle cerebral artery : MCA) 閉塞モデルを用いて，ヒト脳血管障害後遺症の治療薬開発のための病態モデルを開
発し，さらに新規 thyrotropine-releasinghormone (TRH) アナログ JTP-2942を用いて，病態モデルの有用性を検証
した。
第 1 章では， MCA 閉塞ラットが慢性期に，海馬の組織障害なしにモリス迷路獲得障害を呈することを示した。 MCA






新規 TRH アナログ JTP-2942 を用いて検討した。 JTP-2942は，脳波賦活作用，脳虚血モデルにおける脳血流および脳
グルコース利用率改善作用，老齢ラットの空間認知改善作用などの作用を有することが知られていたが，本論文で，
MCA 閉塞ラットのモリス水迷路獲得障害および再獲得障害を改善する事を明らかにした。また MCA 閉塞ラットの
運動障害(傾斜板法)を改善する事も示した。
以上のことから，本研究は脳血管障害後遺症の治療薬の開発に極めて有用な知見をもたらしたものであり，博士(理
学)の学位論文として価値のあるものと認める。
